
1. 序
学校や企業などの社会集団に属する人々が共同生活を

おくる寄宿舎建築に対して、建築家は社会状況の変化と
共に様々な提案を行ってきた。例えば 1950 年代から 70
年代では、個室群から分離した大空間の共用部に集団で
の活動が集約されているのに対して、80 年代以降では、
同じ大空間の共用部でも個人の様々な活動を許容する設
えの提案がなされている。さらに近年では、　これらの
対比的な提案からの更なる展開がみられる。こうした提
案の内容とその変遷についての検討は、今後の社会にお
ける集まって住むことへの建築デザインの可能性を考察
する上で、重要な視座を与えるものである。そこで本研
究では寄宿舎建築の空間単位の配列とその差異化表現を
併せて検討することで、建築家による生活空間の共同性
の創出手法の一端を明らかにすることを目的とする。
2. 寄宿舎建築における空間単位の配列

寄宿舎建築の空間を構成する最小単位である個室や共
用部の LDK、水回りといった空間単位 1) と建物全体の
あいだには、図 1 の分析例のように、かたちによる空間
単位のまとまり ( 空間単位群 ) を見出すことができる。
本章では、寄宿舎建築における個室と共用部の関係を、
空間単位のまとまり方とそれらの動線的関係からなる階
層構造として捉える。

2-1 空間単位の種類と空間単位群
まず空間単位の種類を内部空間と建築化された外部に

大別し、内部についてはその用途の違いから個室、共用
部における活動用途、動線用途、衛生用途の 4 つで捉え
た。2) 次に平面、断面の空間的に明確な外形によって規
定される複数の空間単位のまとまりを空間単位群として
抽出し ( 図 3)、空間単位の組合わせによってそれらの内
容を整理した ( 図 4)。空間単位の組合わせを個室を含む
か否かで大別し、さらに個室を含む空間単位群について
は、個室群のみ、個室と動線用途、個室と活動用途、個
と動線用途、建築化された外部の組合わせによるまとま
りの 4 つに整理した。
2-2. 空間単位の配列

共用部のうち活動用途を含む空間単位は、居住者間の
主要な共同生活の場であると考えられる。そこで各資料
において活動用途を含む空間単位があるか否かとその数
について整理した ( 図 5)。次に活動用途と個室の関係を
検討するために、個室を含む空間単位群 3) から活動用途
を含む空間単位群に至る動線的関係を示す配列図を作成
した ( 図 6)。さらに作成した配列図を元に、個室から活
動用途を含む空間単位までの階層数、個室を含む空間単
位群の内容、個室から活動用途までの経路の 3 点から 8
つの空間配列のパタンを位置付けた 4)( 表 1)。
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全体の大きな傾向としては、階層数が 3 以上のパタン
を半数の割合を占め、個室を含む空間単位群と直接動線
的関係をもつ階層数 0 と 1 のパタン A,B は全体の 2 割
程度であった。このことから寄宿舎建築では、個室を含
む空間単位群を物理的に分離させ、個人のプライバシー
を前提とした表現に偏りがみられ、一方で個室と活動用
途を含む空間単位群が動線的接続関係をもつものは、あ
まり数がみられない。

また各パタンの特徴について整理をすると、パタン A
は階層数が 0 の資料群で、個室と活動用途による空間単
位群を構成し、かつその他に活動用途が存在しないもの
である。パタン B は階層数が 1 の資料群である。これ
らの多くは、個室と廊下を含む空間単位群が活動用途を
含む空間単位に対して動線的に直接接続する。パタンC、
D1、D2 は階層数が 2 の資料群である。C は、個室を含
む空間単位群内、または 1 次の経路の空間単位の内容
が動線用途以外のもので D1 と D2 は個室と廊下が空間
単位群を構成する点は同じだが、D1 は 1 次の経路の内
容が階段または廊下で D2 はホールである。パタン E と
F1、F2 は階層が 3 以上の資料群である。E は C と同様に、
個室を含む空間単位群内、または 1 次の経路の空間単位
が動線用途以外のものである。また F1、F2 は D1、D2
と同様に 1 次の経路の内容によって整理されている。
3. 寄宿舎建築における空間単位の差異化表現

空間単位の中には、天井の高さや特徴的な形態により、
他の空間単位との差異が視覚的に表現されているものが
みられる。こうした空間単位の差異化表現は、共同生活
を営む空間を象徴的に表現するものと考えられる。そこ
で空間単位の差異化表現を〈形態〉と〈高さ〉に整理し
た ( 図 7)。また、差異化表現を伴う空間単位にはそれら
に付加された要素として〈トップライト〉もみられたた
め、これについても整理した。

さらに空間単位ごとの差異化表現を、それぞれの表現
の組合わせによって 3 つの形式に整理し、それぞれに

〈トップライト〉の有無を検討した ( 図 8)。また差異化
された空間単位の種類を、活動用途か否かで大別した
( 図 9)。さらに各資料における差異化された空間単位の
数を検討し、図 10 に示した。

次 に 差 異 化 表 現 の 組 合 せ と 空 間 単 位 の 種
類 の 対 応 関 係 に つ い て 資 料 ご と に 検 討 し た
( 図 11)。 そ の 結 果、 差 異 化 表 現 を 伴 う も の で
は、いずれの組合せにおいても活動用途が多くみられた。
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またそれぞれの差異化表現の組合せにおける〈付加要素〉
の有無に着目すると、活動用途以外の場合では〈形態〉
と〈高さ〉の場合で〈付加要素〉が過半数の資料でみら
れ、一方で〈形態〉では、ほとんどみられなかった。
4. 空間単位の配列とその差異化表現から見る共同性
4-1 空間単位の配列パタンと差異化表現の通時的傾向

2 章で位置付けた空間単位の配列のパタンと前章で検
討した差異化表現の組合わせの通時的傾向を検討した
( 図 12)。いずれの場合でも 70 年代から 90 年代にかけ
ての間が転換期となっていることがわかる。配列パタン
に関しては、パタン F からパタン A,B の偏りへの変化
によって、個室と活動用途を明確に分離したものから、
直接動線的関係をもたせようと構想する変化を見出し
た。差異化表現に関しては、50 年代では〈差異化表現
なし〉または〈形態〉の偏りから、〈形態 + 高さ〉のよ
うに明確に差異化が用いられる場合へと推移し、近年で
は再び差異化表現が用いられない場合が増加傾向にある
ことを見出した。また、差異化された空間単位の種類に
ついては、70 年代から 00 年代にかけて、活動用途以外
の場合が約半数を占めることを見出した。またこれらの
傾向は相関的な関係にあり、差異化表現において 50 年
代から 60 年代、近年の〈差異化表現なし〉の偏りは、
戦後の寄宿舎建築の画一的な配列パタンから近年の多様
な配列パタンへの変化が大きく影響していると考える。

4-2 空間単位の配列パタンと差異化表現の関係
まず全体を概観すると、階層数 0 のパタン A と 1 の

パタン B では、それぞれ〈差異化表現なし〉〈形態 + 高
さ〉に偏りがみられた。また階層数が 2 と 3 以上のパタ
ン C と E では、同様の傾向を見出し、パタン D と F は

〈差異化表現なし〉の割合は異なるものの、〈形態 + 高さ〉
〈形態〉の 2 つが同様の傾向にあることを見出した。

次に具体的に各パタンに対する差異化表現の内容につ
いて検討すると、まずパタン A のように、個室を含む
空間単位群外で活動用途をもたない場合においては、空
間単位同士の差異がなされないことで、個室とその他の
空間単位の関係をよりなめらかにすることが考えられ
る。またパタン B では、個室に対して、活動用途を含
む空間単位が直接動線的関係をもつものに対して、〈形
態 + 高さ〉による明確な差異化がなされる偏りを見出
した。これは配列によるリテラルなつながりと、差異化
表現において生じる象徴作用という、2 つの異なった方
向から生活空間の共同性を表現していると考えられる。
他のパタンに比べて階層数が小さい点において、類似す
るこれら 2 つのパタンは、対極的な偏りの傾向がみられ
た。また、パタン C と E は、個室を含む空間単位群の
内容が、「建築化された外部」や「活動用途」を含むも
ので、〈高さ〉による差異化がなされる場合の偏りを見
出した。これより個室を含む空間単位群に対して、動線
用途以外の空間単位を関係付ける場合、主となる活動の
空間単位には差異化がなされずに、個室を含む空間単位
群の内容によって生活空間の共同性が表現されていると
考えられる。さらにパタン D と F は、個室を含む空間
単位群の内容が動線用途を含むもので、〈形態+高さ〉〈形
態〉による明確な差異がなされる。またパタン F では〈差
異化表現なし〉の割合が大きいことが見出された。これ
らのことから、個室と動線用途を含む空間単位群の場合
においては、個室を含む空間単位群と活動用途を含む空
間単位の階層差の増加によって、〈形態 + 高さ〉を含む
明確な差異表現による象徴作用を強められること、差異
化がなされないことで、個人のプライバシーを前提とし
た、生活空間における共同性の表現が考えられる。



という構想が考えられる。また近年では、個室群と共用
部の関係をより直接関係づける空間表現として構想して
いる。これは、東日本大震災やシェアハウスの流行など
から、「集まって住まう」ことに対して、社会が肯定的
になったことから生じていると推測できる。

註 1) 寄宿舎建築において最小単位である空間単位は、床、天井、壁によって囲まれ、形状の
差異で規定される領域的なまとまりとする。
註 2) 洗面、浴室、便所の一連の水回りは 1つの空間単位とし、管理部門や倉庫などの二次的
な機能をもつ空間単位は分析の対象外とする。
註 3) 個室を含む空間単位群と活動用途を含む空間単位の配列関係を検討する際に、複数の活
動用途を含む空間単位がみられる場合は、原則最大の気積をもち、LDKの機能を持つ単位の
経路について検討するものとする。
註 4) 表 1 に入力されている空間単位の内容はいずれも群をなしていないものだが、群をなし
ている場合でも、複数の空間単位をまとめるなど、主と考えられる空間単位以外は省略して
表記することとする。
註 5) 図 10 以降で空間単位の差異が複数の空間単位でなされている場合は、最大の面積をも
つ単位の差異の内容を重要視して、検討に用いる。
註 6) 図 13 の凡例は、図 7,8,9 の内容に準ずるものとする。
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図 4-3: 空間単位の配列パタンと差異化表現の関係
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図 12: 空間単位の配列パタンと差異化表現の通時的傾向
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5. 結
以上、寄宿舎建築を対象に空間単位の配列とその差異

化表現の関係およびそれらの通時的傾向から、生活空間
の共同性を検討した。その結果、明確な差異化表現を用
いた共用部と個室群を分離する表現、逆に差異化がなさ
れない共用部と個室群を直接動線的関係をもたせる表
現、廊下に限らず、個室群と中庭を隣接させた配列をも
つ表現の傾向の 3 つの大きな傾向を捉えた。これは、か
つて住宅供給の一側面をも担っていた寄宿舎建築に対し
て、建築家は個人のプライバシーを前提とした共同生活
を創出していたが、70 年代以降では、特徴的な空間表
現を用いることで、そこに住まう集団の象徴性を示そう


